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業務をスピード化＆効率化する鍵は
“人のつながり”にあり

個人向け SNS・チャットでは
解決しない社内コミュニケーションの課題

ビジネスを円滑に進める上で必要不可欠なのが社内コミュニ
ケーション。しかし実際には、この社内コミュニケーションに
課題を抱えている企業も多いようだ。
日本経営協会が2015年7月に発表した「ビジネスコミュニケー
ション白書2015」によると、「部門や個人によるばらつき」や「部
門をまたぐ横のつながり」といった点で社内コミュニケーショ
ン不足を感じる声が多い。こうした状況の要因となるのが「業
務多忙」であり、さらにそれを引き起こしているのが「必要以
上の頻度で行われる会議」や「レスポンスが遅い＆無駄な PC
メールでの連絡」だ。確かに PC メールは記録性や情報精度に
優れていることから、現在はビジネスツールとして一般化して
いる。しかし一方で「急ぎの案件なのに返信がこない」「電話
をかけた方が早いかも」といった経験も多いのではないだろう
か。
こうしたレスポンスの遅さを解決するべく、最近では社内コ
ミュニケーションに個人向けの SNS・チャットを利用する割合
が増えてきた。SNS やチャットは PC メールと比べて、簡単か
つ迅速に情報共有・連絡が可能で、なおかつ会話調なので温度
感や臨場感が伝わりやすいというメリットがある。だが実際の
ところ、この個人向け SNS・チャットもビジネスで使用するに
はいくつかの問題を抱えているのだ。
まず、ユーザーである現場スタッフの視点では「仕事では使い
たくない」「ビジネスとプライベートでツールを使い分けたい」
という意見が多くを占める。さらに企業としては、発生時にお
けるログ管理ができないほか、社外への誤送信による情報漏え
い、トラブル不正ログインをはじめ高度化した攻撃手法の被害
に遭う可能性など、潜在的なセキュリティリスクの高さを懸念。
個人向け SNS・チャットの業務利用を禁止する企業も増えてき
たのである。

業務のスピードと効率を飛躍的に
向上する社内 SNS・ビジネスチャット

 
こうした背景から、企業の社内コミュニケーションツールとし
て近年注目を集めているのが「社内 SNS」や「ビジネスチャット」
だ。
社内 SNS・ビジネスチャットは、個人向け SNS・チャットと
同様の優れたレスポンスやユーザービリティを持ちながらも、
業務利用に適した各種機能を搭載。もちろんビジネス向けの
サービスなので、誤送信対策やスマートデバイスの盗難・紛失
時における情報漏えい防止、不正アクセスに対する防御、ユー
ザーアカウント監視、トラブル発生時に備えたログ監視など、
十分なセキュリティも備えている。その高い利便性に加えて、
PC メールやグループウェアと棲み分けができることから、今
後はワークスタイルに大きな変革をもたらす「第 3 のコミュニ
ケーションツール」として期待されるほどだ。そのほか、個人
向け SNS・チャットの爆発的な普及によりツールを使い慣れて

いる現場スタッフが多いという点も、社内に対する浸透や継続
利用のしやすさにつながるプラス要素だろう。
社内 SNS・ビジネスチャットを活用すると、円滑な社内コミュ
ニケーションによって業務のスピードと効率が大幅に向上。ま
た、これまで業務多忙を引き起こす原因となっていた無駄な会
議や PC メールが減らせるほか、残業・通信費・出張費などを
含めたコスト削減効果も期待できる。コミュニケーションの不
足や遅延で生じるストレスがなくなり、職場全体の雰囲気が良
くなるのも大きなポイントだ。
 
そしてもうひとつ、社内 SNS・ビジネスチャットは営業力強化
にも効果を発揮する。営業スタッフは、業務時間内でいかに多
くの顧客を訪問できるかが勝負どころ。こうした点において、
不要なコミュニケーションを減らし、より良質なコミュニケー
ションと新たな時間を創出できる社内 SNS・ビジネスチャット
は最適といえるわけだ。営業スタッフは社内との連絡時間が限
られているため、リアルタイムかつ円滑な情報共有が行えるの
も重要なポイントといえる。
 

体感で 5倍以上の業務スピード向上を
実現する「WowTalk」

ここまでは社内 SNS・ビジネスチャットのメリットを紹介して
きたが、このような背景から最近は市場の拡大とともに製品・
サービスが増加。「どれを選べば良いか分からない」という声
も聞かれるようになってきた。そこで本記事では、いま特に注
目を集めている存在として、キングソフトが提供する
「WowTalk」をお勧めしたい。
WowTalk は、「直感的に誰もが使いやすい操作性」をコンセ
プトにした社内 SNS・ビジネスチャットツールだ。主な機能と
しては、コミュニケーションの主軸となる個人・グループでの
チャットはもちろん、部署内 / 部署間 / 全社といった特定の範
囲へ一気に情報を伝達できるタイムライン、無料音声通話 / ビ
デオ通話、組織ツリー型の社員リストなどを搭載。管理者向け
には、ユーザーの登録 / 変更 / 削除に加えてアクセス制限やロ
グ監視機能も備えている。ビジネス向けに開発されているため、
当然ながらセキュリティ体制も万全だ。
実際に WowTalk 提供企業のキングソフトでは、WowTalk
をメインツールとし、約 8 割の社内コミュニケーションが従来
のメールからWowTalk へと移行。週・日単位だった業務スパ
ンが時間・分単位となり、チームの業務スピードは体感で 5 倍
以上まで向上したという。
さらに、これまで挙げた社内 SNS・ビジネスチャットの特徴以
外にも、WowTalk には社員のモチベーション向上、組織的な
情報共有レベルの向上、他部署への理解促進、社員の関係向上、
部署間の案件紹介や連携の増加、自発的な情報発信の促進、新
しい社内人材・隠れた才能の発掘、離職率の低下といったメリッ
トがある。まさに社内コミュニケーションツールとして理想的
な存在といえるだろう。






















